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1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和5年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和3年度事業実績、評価等（Check）　R4.8実施 5.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施
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□ □

□ □

□ □

□ □

特定財源

事業名 11100 学校給食費
総合計画

根拠計画
教育振興基本計画、過疎地域持続的発展計画

市長公約
やさしく！～周りを敬うやさしさ～
　子どもたちが充実した将来を迎えることができるための教育環境を整えます

・保護者等からの給食負担金を効果的に執行し、安全な食材を購入する。

歳出事業費
（職員人件費を除く）

目的 ・安全・安心で魅力ある学校給食を提供し、児童生徒の心身の健全な発達を図る。 概要

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き安全・安心で魅力ある給食を、安定的に提供する。
・安全を最優先としたアレルギー対応食を提供する。
・食材価格の値上がりへの対応を検討する。

事業実績 事業実績
・小中学校及び特別支援学校３１校、児童生徒等7,078名に年間130万食を提供した。
・食物アレルギー対応児童生徒277名に適切に対応した。

・小中学校及び特別支援学校31校、児童生徒等6,778名に年間128万食を提供した。
・食物アレルギー対応児童生徒263名に適切に対応した。
・食材費の物価高騰に対し、保護者負担を増やすことなく市が助成した。

評価等 評価等
・地元食材を活用し、栄養バランスのとれた学校給食を安全に提供できた。

・地元食材を活用し、栄養バランスのとれた学校給食を安全に提供できた。
・物価高騰分を市が助成することで、学校給食法で規定する「学校給食摂取基準」に基づき、これまで通
りの栄養バランスや量を保った給食を提供した。

・学校給食における地産地消の推進、保護者負担の軽減に必要な経費を計上
・物価高騰対策に必要な経費を計上
・学校給食の質の向上に必要な経費を計上

・引き続き安全・安心で魅力ある給食を、安定的に提供する。
・安全を最優先としたアレルギー対応食を提供する。
・物価高騰に対し、給食費の改定等を検討する。
・市長公約にかかげる、質の向上に向けた取り組みを行う。

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり

・積算内容を精査
財務部
査定の
考え方

担当課
予算要求
ポイント

R4完了予定 R5完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

給食用食材購入 386,535 378,537 380,970 388,970 379,897 1,360 407,370

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

一般財源

その他（ 学校給食費、一般会計繰入金 387,670 379,672 380,970 388,970 380,700 1,028 418,987 407,370 407,370 26,400

県費　（ 

26,400

国費　（ 

387,670 379,672 380,970 388,970 380,700 1,028 418,987 407,370 407,370

R3 R4 R5予算 実施計画額 396,500
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

総合計画等　主な指標 R3実績 R4実績 R6目標

学校給食残食率 5.5% 4.5% ⤵

項 学校給食費

担当課 教育総務課 内線 2973 目 学校給食費

予
算

会計 学校給食費特別会計 まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

款 学校給食費 まちづくり戦略 夢と誇りとやさしさにあふれる人の育み
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